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母子分離と子どもの発達

石  川

小児期は,成 長発達が一定のテンポでバラン

スを保ちながら進行する時期である。健全に発

育している子どもの成長と成熟のテンポは一定

で,両 者はバランスをとって進行 して行 くが,

さまざまな内的 。外的因子の影響を受けて, こ

のテンポとバランスは崩される。肥満は成長 ・

成熟のテンポを速め,特 に成熟のテンポを早め

るためバランスが崩れることがある。ネグレク

ト等の精神的ス トレスは成長のテンポを極端に

遅らせる。生活習慣の乱れ,睡 眠障害等 も成長

を遅らせる原因となる。子どもの病気,家 庭の

事情等による,親 子の意に反した母子分離も子

どもと親に大きなス トレスを与え,子 どもの成

長発達に影響する可能性がある。母子分離のう

ち,早 産は胎児期から新生児期にかけての母子

分離であり,心 臓 ・腎臓等の先天性疾患等の検

査 ・治療のための入院は乳児期の母子分離とな

る。私たちは, 5年 前から乳児期の母子分離が

その後の成長発達に影響するか否かを検討 して

きた。

I.ラ ッ トを用いた母子分離実験

最初に,授 乳期ラットの母子分離がその後の

発達に及ぼす影響を検討 した結果を示す。授乳

期のラットを3日 齢から12日齢まで連日15分,

3時 間の母子分離を行う,7～ 8日 齢にかけて

24時間の母子分離を行う,と いう3群 の母子分

離を設定 した。母子分離中,仔 ラットは完全に

母乳 ・水分摂取ができない状態となる。母子分

離による母ラットの養育行動の変化と仔ラット

の 5週 齢での探索行動を検討 した。母ラツトの
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養育行動とplus mazeの探索行動はビデオに収

めて解析 した。

母子分離直後の母ラットの養育行動では,3

時間母子分離群と24時間母子分離群で arched―

back nurseと licking/gloomingの時 間 ・回数

の有意な増加が認められた。これは母子分離が

母ラット養育行動に影響 していることを示 して

いる。15分母子分離群では変化は見られなかっ

た。母子分離を行った仔 ラットを 5週 齢 まで

飼育 し,plus mazeで 探索行動を検討 したとこ

ろ,授 乳期に24時間母子分離を行ったラットで

はopen arm時 間の増加が認められた。 3時 間

母子分離群では対照群と差を認めなかった。こ

の結果は,強 度の母子分離を行うと母ラットの

養育行動の増加にも関わらず,仔 ラットの成熟

後の行動が変化する可能性を示 している。この

検討結果を踏まえて,臨 床例の中で母子分離の

影響を検討した。

Ⅱ.早 産による胎児期から新生児期の母子分離

の発達への影響

1,500g未満の極低出生体重児199名中継続 し

て長期にフォローできた28名 (14%)を 対象と

して,6歳 時にWISC―R知 能診断検査を行い,

同時に5～ 8歳 の14例に人物画を描かせ,グ ッ

ドイナフ人物画知能検査 を行った。28例全例

が PVLを 認めなかった症例である。WISC―R

知能診断検査の結果を図1に示す。言語性,動

作性,総 合のいずれにおいても極低出生体重

児は対照群に比べて有意に低値で,対 照群の

(-1.3SD)～ (-1.5SD)で あつた。また,重
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言語性  動 作性  総 合

図1 極 低出生体重児6歳時のWISC―R:一 般6歳

小児との比較

回帰分析において動作性と総合は出生体重と関

連を認めた。グッドイナフ人物画知能検査では

3例 (21%)が 人物画を描けず,評 価ができな

かつた。11例の暦年齢とグッドイナフ知能検査

による年齢を図2に示す。女児では 1例 を除き

ほぼ暦年齢相当であったが,男 児では全夕1グッ

ドイナフ年齢が著明に遅れていた。

極低出生体重児の中には3～ 6歳 で遅れが顕

在化 してくる症例があるが,同 時に遅れが疑わ

れる症例だけが経過観察されている可能性 もあ

る。極低出生体重児の発達の遅れは,未 熟性,

年齢 (歳)

小 児 保 健 研 究

新生児期の トラブル,母 子分離などさまざまな

要因が複合的に関与 していると考えられ,母 子

分離の影響 も危険因子 として含まれるものの,

今回の結果を母子分離の影響と結論づけること

はできない。しかし,男 児に遅れが顕著な性差

がみられたことは注目すべきであると考えてい

る。

Ⅲ.乳 児期の母子分離の発達への影響

授乳期ラットの実験から,乳 児期の母子分離

は子どもの発達に長期間影響を及ぼす可能性が

あると考え,乳 児期に心疾患または急性白血病

などで4週 間以上入院 (完全看護)し た経験を

持つ 4～ 6歳 の小児の発達を追跡調査 した。発

達評価は津守式精神運動発達テス トと人物画の

グッドイナフテス トを用いた。対照としたのは

入院経験のない心疾患児と入院経験のない健康

児である。入院経験児は専門外来では特に発達

の異常を指摘されずにフォローされていた。

津守式発達検査の結果を図3に示す。健康児

と非入院経験児は差を認めなかったが,入 院経

験児は運動 ・探索 。社会の 3項 目で健康児 ・非

入院経験児と比べて有意に低値であった。また

入院経験児の男女の比較で探索 ・社会の 2項 目

は男児が有意に低値であった。グッドイナフの

E暦 年齢

躙璽グッドイナフ年齢
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図2 低 出生体重児のグッドイナフ人物画テスト
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図3 健 康児 ・非入院経験児 ・入院経験児の比較

知能指数も対照群に比べて入院経験児は有意に

低値で,入 院経験児の中でも女児に比べて男児

が有意に低値であった。

Ⅳ.ま  と  め

乳児期の入院等による母子分離が子どものそ

の後の発達に影響を与える可能性は十分に考え

られるが,そ の根拠 となる検討はほとんど行わ

れていないのが現状である。母子分離が子ども

に与える影響 としては,母 子分離による環境の

変化からくる直接的な影響,母 子分離が母親に

与えた影響によるその後の養育環境の変化によ

る影響,子 どもが有する疾患による影響等,さ

平均月齢
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59か月

男女差

まざまな因子が関与 しており,個 々の因子の影

響を別々に検討することは困難である。しかし,

今回得られた結果は母子分離が特に男児の発達

に強く影響を与える可能性を示唆 してお り,今

後はさらなる検討が必要と考えている。特に専

Fり 来ヽで長期的に経過観察されている多 くの疾

患の患児について,発 達上の異常に気づかれな

いような場合でも,客 観的な発達検査を身体発

育も含めて定期的に行っていくことが重要と考

えている。また同時に,入 院環境についてもさ

まざまな視点からの見直 しを検討 して行 く必要

があると思われる。
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